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１ 開   催   日 2025年  ６月２６日13:00～ 第５木曜日
　大阪工場内  ゆうゆう会館 ﾆﾃ

２ 参 加 人 数 ･男性８名 ・女性２名 ・投句１名　計 １１名

３ 今回の季語 六月(水無月)の季語全般　(季語重なりがないこと！)

４ 選句の結果 ＊写真をみて一句❕ を試行してみる。

５ 講評・添削 披講担当； 園田 さん

１) 語彙・表現良い句、見直すことでより良い表現へ
・半夏生沼地に白く群れ集い ・物陰にドクダミの花ひっそりと

植物としての表現の場合は”草”を最後に付け”半夏生草” ・妻入院料理し食事一人夏
・時節としての表現としては、”半夏生”で良い！ ・草のさきしたたり落ちる梅雨出水

・草のさきしたたり落ちる梅雨出水 ・薫風や憩ふ池畔の松林
”出水”は大水を表現しているため不似合い ・猪目窓に匂いまで見ゆ半夏生草

・降り続く梅雨空見上げ思案中
・猪目窓に匂いまで見ゆ半夏生草 ・椅子にかけ薄暑の中詠句する

　 京都府宇治田原町 *丸窓の例:鎌倉あじさい寺ﾃﾞ有名な明月院 ・母と見し仄かなあかり蚊帳に舞う
 正寿院(風鈴寺) ・緑さす漂よう風の登山道
 [ハート/猪の目の形] ・雨止みて一吹き風で梅雨しぶき

・気は急いて朝顔植えて孫娘を待つ
・走り梅雨名前沁みたる封を切る

２) 季語無･当該季外れ⁈･季語重なり❕ ＋ 季語色々❕ ＊雨に濡れ映える色合い手まり花
・雨に濡れ映える色合い手まり花 手毬花 ＊雫面に映るあちさゐ万華鏡

紫陽花ではない! <ﾃﾏﾘﾊﾞﾅ> ＊大輪のあちさゐ重さ持て余まし
・中休み梅雨の晴れ間は木々緑し ＊額紫陽花一輪見ゐて祝傘寿

ﾀﾞﾌﾞﾘ

６ 次回(＃85)開催日 2025年 7月２４日  13:00～(15:00) 第４木曜日
兼題： 七月(文月)の季語全般

写真で一句 ：夜店 注1) 季語の無い句や季語重なりがないこと❕
歳時記を参考に❕ 注2) ”五七五”の17音(文字)を満足すること❕

大阪工場内  ゆうゆう会館ﾆﾃ

第84回 俳句を楽しむ会「かわせみ会」会報
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